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コロポックル問題と故児玉博士

明治の中頃から大正の初期にかけて日本考古学界をにぎ

わしたのは、日本石器時代民の問題であった。東大医学部

解剖学教室の故小金井良精博士はこれをアイヌ人とし、理

学部人類学教室の故坪井正五郎博士ほこれをアイヌの口碑

に残るコロポツクルとして、盛にアイヌ、非アイヌの論争

をかわされたものであった。坪井博士のコロポツクル論は

汰の様なアイヌの‘伝説に基くものであった。

「我をアイヌが北海道に渡って来た時、此所は無人の鳥

ではなかった。我点に先立って此地に、ココロニ（蕗〕ポ

ツク（下）ウンクル（人）略して．戸ポツクルという蕗の

葉の下に凄む極めて爆小な人が居った。彼等は我盈と全く

異った人間で、髭がなく、始は我灸と仲善く暮していたが

或日物盈交換のため覆面をしたコロポックルがアイヌの家

の窓の下から手をさし出した所を大勢のアイヌがこれを家

内に引き入れて、覆面をとると、それは若い女で、口辺と

手甲に入羅があった。それからアイヌの女は、これをまね

る様になった。コロポツクル等はアイヌの非行に憤って、

その后何所かへ去ってしまった云盈」と言うのであった。

北海道の雑文土器の末期頃に樺太で栄えていたオホーツ

ク土器を使用した民衆が、利尻、礼文の両烏を経て稚内方

面に入りこんで、オホーツク海沿岸を南下して、更に千島

列島に進出し、占守島迄に及んだ世にいうオホーツク海文

化を残した民族があった。
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（花光コレクション）

馬 場傭

元来オホーツク土器なるものは、ジョウ文土器とは全く
別種のもので、その伴出遺物もジョウ文のものとは全く異
なる特殊なものであって、此民衆は海洋狩猟民であったの

である。特に網走モヨロからの出土遺物は実にさんらんた

る物があり、本文化の黄金時代なるモョロ文化を現出して

いる。他に本邦の蕨（ワラビ〕手刀や、大陸渡来の金属器
も出土しているのである。

昭和十年頃から北大医学部の故児玉作左衛門博士や伊藤
昌一博士は私が北千鳥に於いて発掘したオホーツク土器人

の頭溌骨に異常な関心を寄せ、その后樺太鈴谷貝塚やモヨ

ロ出土の頭蓋骨の総合調査の結果は全くアイヌ人とは別個

の人種で、寧ろエスキモーやアレウトに類似していること

を指摘している。

その論旨はアイヌの長頭に対して、オホーツク土器人は

短頭でその下顎骨に著しい特徴を示して、下顎枝の幅が非

術に廠く、その長編示数の大なることは他に類例を見ない

ことや、大人はもとより若年小児の間にさえも著しい歯牙

の佼耗が見られることである。

コロポックルなるアイヌ伝説の最も重大なる点は、彼等

ば全く異った非アイヌ人であったことである。樺太に端を

発し、北海道オホーツク海沿岸に所謂モヨロ文化を残して

千島列島に去ったオホーツク土器人はコロポツクルたりし

とは断定し難いとしても、彼等は全く非アイヌ人たりしこ

とは厳然たる蔀実なのである。コロポツクルなるものは両

博士の研究の結果からしても、単なるアイヌ人の架空の幻

の人であったと簡単に片づけられ得ない様な気もする。

昨年末東京の紙上で児玉博士逝去の報に接した。博士は

函館中学校の私の一級下で、昭和十二年日本民族協会の第

一回北方文化調査には私と北千島占守島に同行したことも

あった。計に接して実に追惜の情に堪えないものがある。

（ばばおさむ）

※馬場術氏は、函館中学校を卒業後日本歯科大

学に学び、米国ミゾリー州ウエスタン・デンタ

ル・カレッジにおいて博士号を得た。日本人類

学会・民族学会会員・英国アンソロポロジ－，

アソシエシヨン会員・英国、マンミ特別会員
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どが実物で示されている。

古物の陳列場から市民教育機関としての性格をもつの力

いまの博物館であるが、理想としては、学校教育のカリキ

ュラムに実物教育の雌元が組まれるようにならなければな

考古の窓

函餓公園の桜が咲く頃になると、修学旅行の団体が博物

館を訪れる。その多くは藤森、秩旧、岩手肌などの東北の

学校である。公間の中には、市立砺館博物館と市立函館図

啓館がある。公園の敵地内には細文n代の逝跡があって、

明治の初めに外国人が発掘をしたところでもある。明治12

年に完成した旧水施館と明治17年に巡てられた旧先住民族

館の洋風池築が、いまも背の姿で保存されている。その述

物のすぐ・うしろに鉄筋3隙遮の博物航本館がある。ここ‘こ

は、美術・民族・考古など人文科学系漉料が鵬示されて､・

る。

考古の展示室ば1階の正面を入ったところにあって、お

もに北海逆関係の磁料を展示している。展示而溌は334.暑

滅に固定展示窓と移動展示ケースにそれらが配列されてい

る。常設の展示は、北海道の歴史がわかるようにしてあ

る。南館の考古貰料も多いが、修学旅行のよう‘こ函館だけ

を蕊て北海逆を離れる人達や市内の人が来奪を案内して博

物館を訪れる一般の来館濁には、北海道という視野から函

館の歴史が浮き彫りされるように実物が展示されている侭

うが、より函館を理解してもらえるのでは雀いかと思う。

時代的な流れのなかで、津軽海峡がいつ頃にできたか。旧

石器時代人が定住するようになってから、新洞器時代をへ

て歴史時代に移っていくが．何故、北海透に弥生文化や古

墳文化が形成されなかったのか。中世の購黙といわれる北

海遊で、刃万枚もの占銭を術海した噸館志海苔古銀の謎な
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リ サラニップ復刊にあたり
i

市立函館博物館長禰川政治言
；

JHi'iflHO年う月､当館食報ｻﾗﾆﾂプの創刊号が発行：

Iされ農した｡その後ｻﾗﾆｯブは縦般の事悩により体ミ
i刊しており童したが､この腫輔2鍬が発行されることミ
jになりました。
＞現在の函館公園の本館はmmo年の秋に落成いたし：

1霞したが､”雲ﾂブは艮隼勝望の*"成…し：
1て発行された窓義深い館報であります。
1サラニツプの締葉の意味については､創刊号に紹介を

iされて錆り霞すので榊いたし震ずが､!';物鰯にmm>
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}す。
：どんな小さなメモでも長年欝載されますと、斑料と吾

IしてiIt砿なものになるものです｡どうかさ坐やかな館を
|’報でありますが、御気軽に、愛読されますようおれが畠

Iいいたし復刊のことばといたします。
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考古学講産

（北海道新聞提供）

らないと思う。ミ風たらの郷上這とかﾐ大むかしの人びとﾐが

敦科,鼎だけで地域社会の歴史が脱明されるより、社会教育

機関の活月lによって教育効果をよりあげることができるの

ではなかろうか。郷士認識にしても義務教育の段階で堆礎

知識が錠われていなければ、博物館の資料がわからないこ

ともある。

博物館市民講座のなかに、考古学講座がある。これは、

近頃急に埋蔵文化財の関心が商まったので、関心のある人

達が誰れでも聞ける仕組糸になっている。開催の期間ば、

当月から11月まで、毎月第2II剛口に博物航本館で開かれ

ているが、野外で行なう行事は、いつも人気があり、老人

や翻人も多く参加している。符及活動に関巡して、博物鯨

友の会考古学部会というものがある。これは、会員の組織

で､毎月行なわれる考古学講座のあとに月例会が開かれる

講師との座談会や研究会の会合もある。この謡会‘こは、

独自の行事計圃があって、遺跡見学会や郷土資料館の見学

会を行なったり、博物館で行なう埋蔵文化財調査などiこ協
力もしている。

このほかに、大学の卒菜論文など研究のために訪れる人

述には、地階の考古研究室で便蹴があたえられている。
（学芸貝千代雛）
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サラニジプアイヌが日常使川した樹皮製の編袋である
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特別展の歩み（その2
一

年度｜言 場所|会期月/日|出州数｜礎”階
4111本間美術展

421百年記念五稜郭戦争資料展

〃肉蝋浮世絵名作展

431戊辰戦争展

441北方民族展

45銭勉古銭と新質料展
1．函館市志海苔町IlI上古銭

本館4/2，~5/22う3点ボ婚繊総.長尾美術
分館（五稜郭）4／29～5／15100〃宮内庁・東京国立博物館ほ

か

本館11／3～11/1250〃文化財保護委員会．東京国
立博物館

東京
東急デパート7階10/4～10/1643〃函館市（五稜郭分館資料）
本館4/26～5/5191〃市立函館図譜館・北大人類

学教室ほか
本鯨4/25～5/3111000〃市立函館図謝館ほか

縦太植物標本（;開:原コレクション､
北太平洋貝類（商川コレクシヨン

ミ

立体写真鏡外（小島コレクションく

〃五稜郭戦争ﾐ新選組始末展二 分館7/28～8/16100〃東京都町田・日野・浜松二

461ｶﾗﾌﾄﾞｱｲｽ展本鍾（馬場コレクション〕
4/20～5/30900〃 溌総齢館.熊野記言

館・北櫓山町教育委員会

｢市立函館博物館友の会」の

組織と活動

「市立函館博物館友の会」が昨年10月4日設立されて、
早くも9ケ月余りたったが、この経過を述べてみたい。
「友の会｣の組識については、数年前より博物館の協力者
及び利用者から希望や意見が出されていた。博物館におい
ても、全国で40余りの博物館が友の会を組織しており、ふ

るくは昭和22年から設置され、有効な普及活動を行ってい
ることなどから極々検討されていたが体制が整わず保留さ
れていた。

昨年6月に当|*物館協,般会に|~友の会の設置」について
諮問し、「組識すべきである」との鱒申を得た。さっそく
全悶の友の会を淵撤している博物館のうち、当館と規模、
内容などが共通する館及び活発な友の会活動を行なってい
る館15ケ所に規約、組識などを照会すると共に、博物館の
利川者、協力者などから23名を準備委員として依頼した。
以後準備委貝金において規約など協議され、準備委員会
案を作成、鍵同街を券った。10月4ilまでに52名の礎同者
を得て、当ロ23御||席し投血総会を開き規約、役員などを
決めた。

事業は職演会、研究会、見学会や会報の刊行が主なもの
であるが、総会で提案のあった、当時函館市日吉遺跡で行

なわれていた発掘の見学会を、10月11日友の会のはじめて
の事業として行なった。

当日晴天ということもあって300名余りの会員や市民の
参加があり、発掘担当者の説明を聞いたり出土品などを見
てまわった。

この見学会を契機とし、より多くの市民に会員となって
もらうため会貝の募集を始めた。これは友の会が博物館と

いう公共的機関を中心とした会であり、一定の会員だけの

閉鎖的団体にならないようにという配職と、会員をふやし

効果的活動を行なうためである。昨年11月と今年4月の2

回市内の学校、各種団体､町会などに案内を出し現在まで

350余名の入会申込を受付けている。

会の機関誌として昨年11月より「市立函館博物館友の会

会報」を毎月刊行し、会員の家庭に送っており、現在9号

になっている。とかく忙しさにまぎれ各諏の会合に出席で

きない会員に毎月の事業予定を知らせ、興味のあるものを
自由に選び、参加してもらうと共に会風の研究や、意見の
交換の場となっている。

会員が多くなるにつれ友の会独自叉は当館が協力して行
なう事業もふえてくると共に、会員の研究や趣味の分野に
よって、部会にわけて活動する方がよいという意見が出さ
れ今年に入り考古学研究部と自然保護研究部が、少しおく
れて民俗・歴史研究部が設置された。

講演会としては昨年の!'.月に文化財月間の催しの一環と
して、「文化財に関する識演と映画の会_|を行ない、以後
2度行なって:おり、研究会は各部会で毎月1回本鮒叉は分
館の集会室で、時には他の施設の集会室を使用して行なわ
れている。

見学会は博物館見学会、過跡見学会、文化財見学会など
で、当館郷土資料館の見学会を第1回日の博物館見学会と
して、第2回目は札幌にある開拓記念館、小樽市|*物館な
どを見学する会を6月26.27111泊2Iﾖで行ない、以後南
北海道、東北などの博物館見学をする計画である。遺跡見
学会も、好評であった日吉遺跡見学会を2回行ない、春に
は、考古学研究部によって、函館東部の巡跡めく．りを行な
い、更に6月13日には森付近の巡跡見学会を行なった。
また文化財見学会は第1回目として5月16日に民俗・歴

史研究部によって行なわれ、バスで函館の西部の建造物を
見学して廻った。

博物館界でも取り上げられているが、自然保護の問題を
友の会としても研究対処している。

これは、昨年:;月末北海道同然保護協会よりの呼びかけ
で、「自然保護に関する談話会」を開き、同協会に協力す
ると共に、会員の中より自然保護に関心のある人によって
自然保護研究部が設闇され、函館や南北海道の自然に注意
を払い、市民の自然に対する認識をたかめようと活動して
いる。

また冬になると博物館から市民の足が遠のいてしまうの
でこの時期を利用し、「北国の冬のこどものあそび」を中
心とした子供向けの会を今年の2月14日にもった。これに
ば子供の会員や一般会員の子弟など300名余り参加し、冬
の生活用具の展示会、冬の子供の遊びに関するお話し会、
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雪像つくり、雪の映画会、スケッチ会、雪すべり会などを

行なった。この行事で博物館とば楽しいものだという印象

を、参加した小中学生にあたえたようであり、来年は博物

館本館〔噸館公園〕だけではなく、五稜郭分館（五稜郭公
園）でも行ないたいと考えている。

般近「函館市日吉遺跡発掘報告餅」が博物館より刊行さ

れたが、部数が少ないため研究者が入手できない状況であ

るので、友の会によって蝋刷をし、会員及び全国の研究者
に頒布している。今後各種の出版物を刊行し、会員や市民

に提供することができるものと考えている。

このように友の会は種だの意見や希望によって活動を行
なっているが、博物館の普及活動とともに検討すべきもの

が多く残されている。

まず当館が総合|*物館であり、友の会も各分野の研究や
興味を持っている人で柵成されている。それは、今後の活

動が他の社会教育磯関や文化団体との事業と班複すること

が考えられ、その巡紺捌盤の問題がある。また群い会員の
少ないことや、昨年9月に函館市が行なった勤労青少年総
合調査にもふられるように、15～24才の勤労背少年の博物
館利用率がわずかなものであったこと、そして学校教育と
の関連においても、児疲・生徒会員が一部の学校に片寄っ

ている点など、今後館として考えてゆかねばならぬ大きな
問題である。

（学芸風岡田一彦）

（白綿尊王嬢賊の墨〃94×gx4ツ折）

松前藩親衛隊袖東1枚
（白木綿墨密朱印15×5.3cm)

松前錦切（17.5×6cm1枚
17代松前藩主崇広軍装写真（復写15.5×10.7cni)1葉
17代松前藩主崇広平服写真（複写9×:'cm;葉
19代松前藩主修広幼年時代写真’葉

（夷に「6年第1月311写9才松前子爵幼年」とあり
9×6cm)

1代松前藩主修広,年時代写爽】葉

（表にr東京浅欺公圃新開松材堂今沌製」とあり
台紙付11.2×7.2cm)

【蛎崎広根氏寄i・函館市日吉町1－8－8】
◇テラマチオキナエピスガイ’個体
（産地東支那海尖閣諸島魚釣島沖）

【小菅貞男氏寄附・東京都台東区上野公園国立科学
博物館内】

◇サモヮールハl盆1点
（田中滋造氏がロ鰯戦争従蛎の帰途カラフトにI呈隙、
現地でサモワールとともに入手した。）

【田中誠一郎氏糊W・函飢市渦川lIIJ2－8－8】

◇銅製茶たく（小Illlli太郎作)1枚
〔桜田美津氏寄剛・函館市杉並町20-25】

|最近受入れた資料
◇火砲の弾

（尼港事件の際の記念）
背竜刀

（武昌入城記念昭和14年::月5日）
藤製龍縞笠

【杵谷忠男氏寄贈．函館市弥生町8－錘

◇大型炭取り

（明治元年福山藩兵使用「陣中明誓寺』

標札

（「柵山藩宿陣」と悪戯洲あり）
【明将寺大井住職寄脳．青森市油川町］

◇絵画（月に萩の図）
（波獅の落款あり。53×106cm̂
砲術免許の巻物

（伊東紀之十郎（松前藩士）l8x198cm)
【伊東厚氏寄剛･飽田郡飽田町字窟岡36星

◇飢鋳志士戦没の図

（満|恢刷帆;!|仕立90×58cm)
松前滞正縦隊袖章

（白木綿艇誇22×58cm)
松前藩正議隊鉢巻
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25道開拓記念館事業部長嶋田賢実氏外1名来館
広島水試荒川好満氏来館

28群馬雌立隊物館学芸裸長阪本英一氏外’潟来館
馬場{術氏州京

29駐ﾛ郷国大使ジョン●アーサー・ピルチヤー氏
来館

30特別展媛終日

31平常展準術のため6.7主で臨時休館

一あとがき－

※ようやく「サラニツプ」第2号をお届けすることができ
童した。昭和40年5月に創刊号を出してから6年目になり
ます。今後は年に3～4岡刊行します。

※「サラニップ」には函館博物館の那業を紹介するととも
に、館員の調査．研究などをl成せる予定ですが、ご愈見な
どありましたらお知らせ下さい。

博物館日誌抄46.4.1～46.5.31

4．3石巻市議会議員千葉武志氏来館

13特別展「カラブト・アイヌ展」開催準備のため

臨時休館4．19まで
17馬場術氏来函

18災千家流淡交会茶会於杉花亭
20昭和46年度特別展カラフト．アイヌ展』オープン
21博物館協議会委員長渡辺熊四郎氏来鱈

24第152回植物研究会30名受講

国立科学博物館小菅貞男氏来館

25市民考古学講座50名受講

28植物概本（菅原コレクシ罫ソ）整理開始
9．5郷土史家更科源蔵氏来館
9市民考古学識座30名受職

10ソ連札幌総領事バンドウーラ氏及び博物館協議

会測委風長原忠雄氏来館
15第1弱回植物研究会30名受講

16利休正伝宗偏減宗夢会茶会於杉花亭200名
陸奥湾海洋調査のため22日まで館長出張

20昭和46年度補正予算要求醤提出
24函航山周遊道路建設打ち合せ会館長出席
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